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要 旨 

概 要 

これからの社会を担う子どもたちが切り拓く未来 

エベレストカフェ ～世界の貧困問題解決へ 今私達が出来ること～ 

 

お問い合わせ先 

 沼津市立長井崎小中一貫学校の７年生が、総合的な学習の時間「だれもが輝くサンシャイ

ン学習」の集大成としてカフェを開きます。 

多くの方に来場いただき、世界の貧困問題解決と共生社会の実現に考えるきっかけとな

る場や社会をよりよくする一歩について中学生から発信する場を作ります。 

 

１ 日  時  令和７年 12月 12（金曜日）午前 10時～12時 

 

２ 場  所  沼津駅南コミュニケーションスポット イーラ de １階 催事場 

 

３ 特別企画   エベレストカフェ 

        ～世界の貧困問題解決へ 今私達が出来ること～ 

 

４ 特記事項  ・長井崎小中一貫学校７年生、みらいカレッジ三島キャンパス、社会福

祉法人 宏寿会 遊法苑の３団体で共同開催になります。 

・フェアトレードコーヒーの紹介・提供、フェアトレード手芸品等の紹

介・販売を行います。 

・コーヒー等を飲みながらくつろげるスペースを作ります。また、子ど

もたちが学んだ開発途上国の現状や提供している商品が開発途上国の

支援にどのようにつながっているのか紹介を行います。 

・当日集まったお金は、ネパール等の支援団体である認定 NPO 法人「シ

ャプラニール＝市民による海外協力の会」に全額寄付をします。 

 

沼津市立長井崎小中一貫学校 

電話：０５５－９４１－３１１１  

 



報道関係者様 

沼津市立長井崎小中一貫学校 

7 年担任 加藤 明子 真野 直亮 

企画書 

 

1 企画名 

７年総合「だれもが輝くサンシャイン学習」 

～沼津でフェアトレード商品の紹介をするカフェを開こう～ 

 

2 提案理由 

 長井崎小中一貫学校は、少子化に伴い 5 年前に 2 つの小学校と 1 つの中学校が統合して

開校しました。現在の 7 年生は小学校 3 年生からクラス替えがなく、14 名（男子 8 名、女

子 6 名）しかいないため、新しい人間関係を築く機会が少なく、初めての環境や人との関

わりで積極的になれない姿が多く見られます。このため、高校進学時の環境や人間関係の

大きな変化（高 1 ギャップ）への対応も懸念されます。生徒たちには、様々な経験を通じ

てたくましく成長してほしいと考えています。 

1 学期の地理の授業では「世界の社会問題」について学びました。「開発途上国を取り巻

く問題解決のために、自分ができることはありますか。」という問いに対して「できるこ

とはない」と考える子どもが半数以上いました。一方で、「そのような国に対して自分が

できることをしたいと思いますか。」という問いに対しては、全員が「したい」と答えま

した。このアンケートから、問題解決のために自分も協力したいという思いはあるが具体

的な行動が分からない、移せない子どもたちの現状が見えました。そこで、今回の総合学

習では、授業を行う教員が「教師海外研修」で訪問した、開発途上国の１つであるネパー

ルを題材に学習を進めてきました。児童労働、貧困等の課題を解決するための支援策とし

てフェアトレード商品についても学習してきています。学習の後半で子どもたちは、課題

を抱えたネパールのために自分たちができることを考え、学習したことを地域の人にも発

信するカフェを開きたいと企画しました。このカフェ企画を通して、学習の中で生まれた

思いや願いを行動に移し、子どもたち自身が支援の輪に参画するだけでなく、その輪を広

げていけるような活動の場にしたいと考えています。 

 

 

未来の社会を生きる子どもたちには、人口減少が進む中で、立場の異なる人々と関わる力

が不可欠です。本企画を通じて、生徒たちが以下の力を身につけることを目指します。 

• 知らない人（お客さん）にも生き生きと声かけや接客ができる。 

• 初めて交流する相手でも相手を思いやって接することができる。 

• 違いを肯定的にとらえ、想像力を働かせ、相手を理解しようと努める。 



• 問題を自分ごととして捉え、解決のために何ができるかを考える。 

• 排他的に抱えるのではなく、他国の文化も「いいかも」と思えるようになる。 

• 新しいことに挑戦する経験を積み重ねる。 

• 立場の違う人と接する際に大切にしたい行動宣言をまとめる。 

 

 

前述した「カフェ形式での活動」は、子どもたちが達成感を感じられるよう、多くの

人々と関われる場所での実施を検討しており、自分たちの住む沼津で地域の人々に学びを

発信したいと考えています。中学生が授業の一環として活動するため、休日のイベント参

加が難しく、また、静岡市から通う生徒もいるみらいカレッジとの合同企画であることか

ら、アクセスの良い場所が望ましいと考えました。長井崎小中一貫学校、みらいカレッ

ジ、遊法苑の 3 団体が協力して実施するため、天候に左右されない屋内の場所として沼津

駅南口にある「イーラ de」内の催事場での実施をします。 

この企画を通して、沼津の将来を担う中学生が、共生社会について意識醸成することを

目指しています。沼津に住む皆様や多くの方に足を運んでいただき、来場された方の意識

醸成の場にもしていきたいと考えています。カフェを通して、みんなが共生社会を考える

こと、社会をよりよくする一歩について中学生から発信することは、少子化が進む社会で

未来を生きる子どもたちにとって不可欠な力を育む、重要な一歩となります。ご多忙の折

とは存じますが、ぜひともご検討いただき、取材にご協力いただけますよう重ねてお願い

申し上げます。 

 

3 実施日時  令和７年 12 月 12 日（金）10：00～12：00（イーラ de 1 階 催事場） 

 

4 実施方法 

 ・長井崎小中一貫学校７年生、みらいカレッジ三島キャンパス、社会福祉法人 宏寿会 

遊法苑で共同開催の予定です。 

 ・フェアトレードコーヒーの紹介・提供、フェアトレード手芸品等の紹介、販売を行い

ます。 

 ・お菓子やコーヒー他を飲みながらくつろげるスペースを作ります。また、子どもたち

が学んだ開発途上国の現状や、提供している商品が開発途上国の支援にどのようにつ

ながっているのか紹介を行います。 

 ・集まったお金は、ネパール等の支援団体である認定 NPO 法人「シャプラニール」に

全額寄付をします。 

ご質問や取材の日程調整などございましたら、

下記担当者までご連絡ください。 

 

沼津市立長井崎小中一貫学校 

 担当：渡邉（教頭）・真野  

TEL：055-941-3111 

 



沼津駅南コミュニケーションスポット

　　　　イーラDE 　１階　催事場   

エベレスト
カフェ

2025.12.12(金)　      10:00~12:00
ー  世界の貧困問題解決へ  ー

今私達が出来ること

      フェアトレード製品を積極的に日常に積極的に取り入れる
  　　小さな行動でも、一人の人が救われるかもしれません

〈会場で行うこと〉
・ネパールコーヒーや西浦みかんジュース、

 　　　　　クッキーなどのおもてなし
・ネパールなどのフェアトレード製品の販売

・西浦みかんの詰め放題

コーヒー試飲OK！

主催者

沼津市立長井崎小中一貫学校７年生

みらいカレッジ三島キャンパス

社会福祉法人　宏寿会　遊法苑


